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近
年
、地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
が
話
題
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。自
治
体
と
し
て
は
、手
っ
取
り
早
い
解

消
方
法
と
し
て
、議
員
定
数
の
削
減
を
打
ち
出
す
と

こ
ろ
も
あ
る
。し
か
し
、議
員
定
数
削
減
は
、な
り
手

不
足
解
消
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。県
内

の
あ
る
町
で
は
、定
数
を
1
減
し
た
が
立
候
補
者
は

定
数
と
同
じ
候
補
者
数
と
な
り
、全
員
が
無
投
票
で

当
選
し
た
。前
回
令
和
元
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、

7
市
町
村
で
無
投
票
と
な
っ
た
。

 

定
数
削
減
は
本
当
に
い
い
こ
と
な
の
か
。議
事
進
行

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
た
り
、経
費
削
減
に
つ
な
が

る
な
ど
の
意
見
も
あ
る
。一
方
、多
様
な
住
民
の
意
見

を
政
策
に
反
映
で
き
な
く
な
る
、安
易
な
削
減
は
常

任
委
員
会
活
動
を
停
滞
さ
せ
議
会
審
議
を
空
洞
化
さ

せ
る
、な
ど
の
意
見
も
あ
が
る
。

 

ま
た
、な
り
手
不
足
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
議
員

報
酬
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、全
国
規
模
で
見
る
と
大

き
な
格
差
が
あ
る
。
最
高
は
横
浜
市
の
9
5
3
、

0
0
0
円
、低
い
自
治
体
に
な
る
と
1
0
0
、0
0
0

円
程
度
で
あ
る
。熊
本
の
地
方
自
治
体
の
場
合
は
、人

口
規
模
別
に
比
較
す
る
と
7
割
の
自
治
体
で
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
議
員
報
酬
の
増
額
は
、議
員
の
な
り
手
を
増
や
す

た
め
の
有
効
な
対
策
だ
と
考
え
て
い
る
自
治
体
も

多
い
。

　
平
成
31
年
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、1
人
区
9

選
挙
区
の
う
ち
、8
選
挙
区
で
無
投
票
当
選
が
確
定

し
た
。有
権
者
が
投
票
の
機
会
を
失
っ
た
形
で
あ
り
、

当
選
し
た
議
員
は
有
権
者
の
審
判
を
受
け
な
い
ま
ま

当
選
が
決
ま
っ
た
。1
人
区
で
は
多
選
に
よ
っ
て
民
意

の
多
様
性
が
阻
ま
れ
か
ね
な
い
。
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あ
ぜ
み
ち

　
今
月
号
が
盟
友
の
皆
様
へ
届
く
の
は
、今
年
の
統
一

地
方
選
挙
の
前
半
戦
の
県
議
会
議
員
選
挙
と
政
令
指

定
都
市
の
熊
本
市
議
会
議
員
選
挙
が
終
わ
り
、後
半

の
市
町
村
長
・
議
員
選
挙
が
終
わ
る
頃
で
し
ょ
う
か
。

　
4
年
に
一
度
の
選
挙
も
以
前
ほ
ど
に
は
盛
り
上
が

ら
な
く
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。田
舎
で
は
道
路
の
辻

に
夜
警
が
出
て
通
行
人
の
取
り
締
ま
り
み
な
い
な
も

の
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。当
時
は
現
在
よ
り
も
1
票
の

重
み
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。現
在
は
投
票
率
の
下
降
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。こ
の
統
一
地
方
選
挙
が
始
ま
っ

た
昭
和
22
年
で
70
〜
80
％
、翌
26
年
に
は
90
％
を
超

え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、現
在
は
50
％
を
割
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　
政
府
や
選
挙
管
理
委
員
会
も
選
挙
年
齢
の
引
き
下

げ
や
期
日
前
投
票
の
実
施
、投
票
を
呼
び
掛
け
る

大
々
的
な
C
M
の
実
施
な
ど
あ
の
手
こ
の
手
で
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、投
票
率
の
向
上
に
は
な
か
な
か

結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。
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■令和5年度 ＪＡ熊本中央会・連合会臨時総会
■全国農政連 令和4年度通常総会を開催
■「JAグループ農政推進の集い」が開催される
■令和5年産 春夏瓜類・春野菜出荷大会を開催
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熊本県八代市鏡町内田732-1　TEL.0965-52-8200 ●you＋youくまもと農畜産物市場

熊本市北区高平2丁目25-57
TEL．096-341-7070

お近くの熊本県下
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1 2 ファーマーズマーケットでご注文

お電話でご注文3
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熊本のおいしいもので、
みんなを　　　　 に。みんなを　　　　 

盛り付けイメージ：
りんどうポークのとんこつ風炒飯
盛り付けイメージ：
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洋食屋さんの洋食屋さんの洋食屋さんの 大人の大人の大人のりんどうポークのりんどうポークのりんどうポークの

肥後高菜めし肥後高菜めし トマトライストマトライス

熊本県産こだわり炒飯

熊本県地産地消熊本県地産地消

水の恵みと大地の香り

愛食運動
3
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く

「食」と「農」の魅力を伝える“ココロとカラダを育む”マガジン。
　　ＪＡ直売所の店頭ラックなどで無料配布中！

「食」と「農」の魅力を伝える“ココロとカラダを育む”マガジン。
　　ＪＡ直売所の店頭ラックなどで無料配布中！

JAグループ 熊本ホームページ 「Hug」ホームページ

webでも
ぜひご覧ください♪
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全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織
連
盟（
全
国

農
政
連
）は
、3
月
9
日
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
東
京
）で

令
和
4
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、令
和
4
年
度
事
業
経
過
概
要
、

令
和
5
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、令
和
5

年
度
会
費
の
徴
収
な
ど
を
提
出
し
、全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
令
和
4
年
度
事
業
経
過
概
要
】

　
令
和
4
年
度
の
活
動
内
容
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
、
生
産
資
材
価
格
高

騰
対
策
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
検
証
・

見
直
し
対
策
な
ど
に
つ
い
て
「
農
政
運
動

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
誌
の
刊
行
等
に
よ
る
情
報
発

信
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
要
請
活
動
に
つ
い
て
は
、「
食
料
・
農
業
・

地
域
政
策
推
進
全
国
大
会
」
や
「
生
産
資
材

高
騰
対
策
等
基
本
農
政
確
立
緊
急
全
国
大

会
」、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立
全
国

大
会
」、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
26
回
参
議
院
選
挙
で
は
、
都
道

府
県
選
挙
区
に
46
名
を
推
薦
し
、
45
名
が
当

選
し
ま
し
た
。
比
例
代
表
で
は
組
織
内
候
補

と
し
て
藤
木
し
ん
や
候
補
を
擁
立
し
、
自
民

党
比
例
代
表
の
得
票
順
位
7
位
で
2
期
目
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

参
議
院
選
挙
の
評
価
と
課
題
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

【
令
和
5
年
度
事
業
計
画
】

　
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確
立
を
目
指

す
取
り
組
み
と
し
て
、「
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

誌
の
発
行
等
に
よ
る
情
宣
活
動
の
取
り
組
み

と
共
に
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
食
料
・

農
業
・
農
村
政
策
の
確
立
を
目
指
す
取
り
組

▲全国農政連通常総会の様子

全
国
農
政
連
　
令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
と
各
連
合
会
は
3
月
30

日
、熊
本
市
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、令
和
5

年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
な
ど
の
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
は
第
27
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
大
会

に
基
づ
く
各
団
体
の
3
カ
年
計
画
の
中
間
年

度
で
、
令
和
6
年
4
月
の
設
立
を
目
指
す
県

域
Ｊ
Ａ
実
現
に
向
け
て
、
最
終
的
な
検
討
が

行
わ
れ
る
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。

　
中
央
会
は
①
県
域
Ｊ
Ａ
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
実
践
、②
持
続
可
能
な
農
業
・
農

村
像
の
実
現
に
向
け
た
政
策
実
現
の
推
進
、③

農
業
者
の
所
得
増
大
等
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
自
己

改
革
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
の
実
践
、④
持

続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
経
営
基
盤
確
立
に

向
け
た
総
合
的
な
支
援
の
実
践
、
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
連
は
①
生
産
基
盤
の
拡
大
と
県
産
農

畜
産
物
の
販
売
力
発
揮
、②
生
産
・
流
通
コ
ス

令
和
５
年
度 

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会・連
合
会
臨
時
総
会
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ト
の
低
減
と
事
業
競
争
力
の
強
化
、③
経
済
連

グ
ル
ー
プ
経
営
基
盤
の
強
化
、④
県
域
Ｊ
Ａ
へ

の
取
り
組
み
を
重
点
取
組
事
項
に
据
え
て
い

ま
す
。

　
厚
生
連
は
①
将
来
を
見
据
え
た
健
康
管
理

事
業
の
推
進
強
化
、②
施
設
健
診
の
機
能
強
化

と
持
続
可
能
な
診
療
業
務
の
展
開
、③
巡
回
健

診
に
お
け
る
受
診
環
境
の
整
備
、④
産
業
保
健

活
動
の
積
極
的
な
展
開
と
健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
―
な
ど
6
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ

ま
し
た
。

　
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
「
こ
の
先
の

農
業
を
見
据
え
た
中
で
、
早
急
に
農
業
生
産

基
盤
の
強
化
と
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
並
び
に
組
織

基
盤
の
強
化
を
図
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
　

　
経
済
連
の
丁
道
夫
会
長
は
「
令
和
5
年
度

は
中
期
3
カ
年
計
画
の
2
年
目
で
あ
り
、
目

標
達
成
に
向
け
て
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
活
動
の
意
義

や
必
要
性
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
農
政
運

動
で
実
現
し
た
制
度
・
予
算
・
税
制
等
の
結

果
に
つ
い
て
、
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
具
体
的
な

内
容
等
を
明
示
し
、
盟
友
・
組
合
員
等
に
周

知
・
共
有
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
7
月
に
行
わ
れ
る
第
27
回
参

議
院
選
挙
に
お
け
る
比
例
区
へ
の
組
織
代
表

候
補
擁
立
に
つ
い
て
、
必
要
な
時
期
に
選
挙

対
応
を
検
討
し
、
都
道
府
県
農
政
連
・
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
農
政
活
動
・
選
挙
活
動
の
意
義
や

必
要
性
、
参
議
院
選
挙
の
制
度
や
仕
組
み
、

当
面
の
政
治
情
勢
な
ど
を
取
り
入
れ
た
新
た

な
農
政
学
習
・
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
3
月
7
日
、熊
本
市
内

の
ホ
テ
ル
で
令
和
5
年
産
春
夏
瓜
類
・
春
野
菜

出
荷
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。大
会
の
実
開
催

は
4
年
ぶ
り
で
、生
産
者
、Ｊ
Ａ
、熊
本
県
の
ほ

か
、関
東
・
関
西
卸
売
り
関
係
者
な
ど
2
3
0

人
が
出
席
し
ま
し
た
。販
売
目
標
金
額
を
前
年

度
目
標
比
1
％
増
の
3
5
5
億
円（
瓜
類
92
億

円
、春
野
菜
2
6
3
億
円
）と
す
る
計
画
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
産
の
出
荷
計
画
数
量
は
、
瓜
類

が
2
％
減
の
2
7
、8
5
8
ト
ン
、
野
菜
類
が

1
％
減
の
8
4
、1
4
2
ト
ン
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
品
目
別
で
は
、
小
玉
す
い
か
や
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
な
す
、
た
ま
ね
ぎ
の
増
加
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
春
野
菜
に
つ
い
て
は
、
1
月
に
寒
波
の
影
響

が
あ
っ
た
も
の
の
生
育
は
順
調
。
し
か
し
、
瓜

類
は
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
る
規
模
縮
小
や

担
い
手
不
足
に
よ
る
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
「
生
産
資
材
の
高
騰

や
遠
隔
輸
送
に
お
け
る
物
流
の
2
0
2
4
年

問
題
な
ど
課
題
は
山
積
み
だ
が
、
農
家
は
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
努
力
し
て
い
る
。
積
極
的
な

販
売
力
強
化
に
務
め
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
消
費
地
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
八
代
市

の
ト
マ
ト
農
家
で
熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
園

芸
部
長
会
部
会
長
の
東
家
誠
也
さ
ん
、
産
地
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
小
坂
芳
則
さ
ん
が
思

▲大会で挨拶を行うJA熊本経済連の丁道夫会長

▲牛乳で乾杯を行う
山野徹全国農政連会長

▲大会で挨拶を行う江藤拓
総合農林政策調査会長

令
和
５
年
産
　春
夏
瓜
類・春
野
菜
出
荷
大
会
を
開
催

〜
J
A
熊
本
経
済
連
販
売
目
標
額
３
５
５
億
円
〜

　
Ｊ
Ａ
全
中
と
全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織
連

盟（
全
国
農
政
連
）は
、3
月
8
日
に「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
急
激
な
円
安
に
よ
る
生
産
資
材

価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
な
ど
、
農
業
・
農

村
を
め
ぐ
る
課
題
は
か
つ
て
な
い
危
機
的
な

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
与
党

国
会
議
員
に
は
、
生
産
資
材
高
騰
対
策
や
、

食
料
安
全
保
障
対
策
予
算
を
は
じ
め
と
す
る

農
業
関
連
予
算
の
確
保
や
税
制
改
正
な
ど
に

お
い
て
、
生
産
現
場
を
力
強
く
後
押
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
集
い
は
、
今
年
度
も
農
業
・
農
村
を

め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
さ
が
増
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
与
党
国
会
議
員

と
連
携
を
深
め
、
農
政
の
さ
ら
な
る
推
進
を

期
す
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
主
催
者
挨
拶
で
、Ｊ
Ａ
全
中
の
中
家
徹
会
長

は
「
令
和
4
年
度
の
我
が
国
農
業
は
、
岸
田

総
理
が
昨
年
の
記
者
会
見
で
戦
後
最
大
級
の

難
局
に
あ
る
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
か
つ
て

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
る

な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
生
産
資

材
価
格
の
高
止
ま
り
は
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
、
価
格
転
嫁
も
進
ま
ず
、
生
産
現
場
は

危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
自
民
党
の

江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
（
衆
・
宮

崎
2
区
）
は
、「
農
政
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

と
し
っ
か
り
連
携
し
て
農
政
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改

正
に
つ
い
て
も
よ
り
未
来
志
向
の
法
改
正
に

な
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
こ
の
他
、
公
明
党
の
稲
津
久
農
林
水
産

業
活
性
化
調
査
会
長
（
衆
・
北
海
道
10
区
）

や
自
民
党
の
森
山
裕
食
料
安
全
保
障
に
関
す

る
検
討
委
員
会
委
員
長
（
衆
・
鹿
児
島
4
区
）

か
ら
も
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
佐
藤
崇
史
全
国
農
協
青
年
組
織
協

議
会
会
長
の
掛
け
声
で
、
新
た
な
農
業
、
日

本
の
食
卓
を
守
り
抜
い
て
い
こ
う
と
、
全
員

で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

い
を
語
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
市
場
代
表
の
堀
之
内
重
治
関
西
熊

本
県
青
果
物
研
究
会
会
長
と
生
産
者
代
表
の

橋
本
千
晶
熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
女
性
部
長

会
部
会
長
に
よ
る
力
強
い
決
意
表
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▲挨拶をするJA熊本経済連の丁道夫会長

▲挨拶をするJA熊本中央会の宮本隆幸会長

令
和
5
年
産
　
春
夏
瓜
類
・
春
野
菜
出
荷
の

基
本
方
針

　
　
〜
変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
挑
戦
〜

　
①
環
境
変
化
に
対
応
す
る
産
地
体
制

　
②
情
報
を
活
か
し
た
円
滑
な
販
売

　
③
産
地
一
体
と
な
っ
た
熊
本
フ
ァ
ン
づ
く
り
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全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織
連
盟（
全
国

農
政
連
）は
、3
月
9
日
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
東
京
）で

令
和
4
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、令
和
4
年
度
事
業
経
過
概
要
、

令
和
5
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、令
和
5

年
度
会
費
の
徴
収
な
ど
を
提
出
し
、全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
令
和
4
年
度
事
業
経
過
概
要
】

　
令
和
4
年
度
の
活
動
内
容
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
、
生
産
資
材
価
格
高

騰
対
策
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
検
証
・

見
直
し
対
策
な
ど
に
つ
い
て
「
農
政
運
動

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
誌
の
刊
行
等
に
よ
る
情
報
発

信
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
要
請
活
動
に
つ
い
て
は
、「
食
料
・
農
業
・

地
域
政
策
推
進
全
国
大
会
」
や
「
生
産
資
材

高
騰
対
策
等
基
本
農
政
確
立
緊
急
全
国
大

会
」、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立
全
国

大
会
」、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
26
回
参
議
院
選
挙
で
は
、
都
道

府
県
選
挙
区
に
46
名
を
推
薦
し
、
45
名
が
当

選
し
ま
し
た
。
比
例
代
表
で
は
組
織
内
候
補

と
し
て
藤
木
し
ん
や
候
補
を
擁
立
し
、
自
民

党
比
例
代
表
の
得
票
順
位
7
位
で
2
期
目
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

参
議
院
選
挙
の
評
価
と
課
題
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

【
令
和
5
年
度
事
業
計
画
】

　
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確
立
を
目
指

す
取
り
組
み
と
し
て
、「
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

誌
の
発
行
等
に
よ
る
情
宣
活
動
の
取
り
組
み

と
共
に
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
食
料
・

農
業
・
農
村
政
策
の
確
立
を
目
指
す
取
り
組

▲全国農政連通常総会の様子

全
国
農
政
連
　
令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
と
各
連
合
会
は
3
月
30

日
、熊
本
市
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、令
和
5

年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
な
ど
の
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
は
第
27
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
大
会

に
基
づ
く
各
団
体
の
3
カ
年
計
画
の
中
間
年

度
で
、
令
和
6
年
4
月
の
設
立
を
目
指
す
県

域
Ｊ
Ａ
実
現
に
向
け
て
、
最
終
的
な
検
討
が

行
わ
れ
る
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。

　
中
央
会
は
①
県
域
Ｊ
Ａ
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
実
践
、②
持
続
可
能
な
農
業
・
農

村
像
の
実
現
に
向
け
た
政
策
実
現
の
推
進
、③

農
業
者
の
所
得
増
大
等
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
自
己

改
革
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
の
実
践
、④
持

続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
経
営
基
盤
確
立
に

向
け
た
総
合
的
な
支
援
の
実
践
、
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
連
は
①
生
産
基
盤
の
拡
大
と
県
産
農

畜
産
物
の
販
売
力
発
揮
、②
生
産
・
流
通
コ
ス

令
和
５
年
度 

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会・連
合
会
臨
時
総
会

No.396　みどりの風　2022.12.15 （2）

ト
の
低
減
と
事
業
競
争
力
の
強
化
、③
経
済
連

グ
ル
ー
プ
経
営
基
盤
の
強
化
、④
県
域
Ｊ
Ａ
へ

の
取
り
組
み
を
重
点
取
組
事
項
に
据
え
て
い

ま
す
。

　
厚
生
連
は
①
将
来
を
見
据
え
た
健
康
管
理

事
業
の
推
進
強
化
、②
施
設
健
診
の
機
能
強
化

と
持
続
可
能
な
診
療
業
務
の
展
開
、③
巡
回
健

診
に
お
け
る
受
診
環
境
の
整
備
、④
産
業
保
健

活
動
の
積
極
的
な
展
開
と
健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
―
な
ど
6
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ

ま
し
た
。

　
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
「
こ
の
先
の

農
業
を
見
据
え
た
中
で
、
早
急
に
農
業
生
産

基
盤
の
強
化
と
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
並
び
に
組
織

基
盤
の
強
化
を
図
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
　

　
経
済
連
の
丁
道
夫
会
長
は
「
令
和
5
年
度

は
中
期
3
カ
年
計
画
の
2
年
目
で
あ
り
、
目

標
達
成
に
向
け
て
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
活
動
の
意
義

や
必
要
性
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
農
政
運

動
で
実
現
し
た
制
度
・
予
算
・
税
制
等
の
結

果
に
つ
い
て
、
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
具
体
的
な

内
容
等
を
明
示
し
、
盟
友
・
組
合
員
等
に
周

知
・
共
有
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
7
月
に
行
わ
れ
る
第
27
回
参

議
院
選
挙
に
お
け
る
比
例
区
へ
の
組
織
代
表

候
補
擁
立
に
つ
い
て
、
必
要
な
時
期
に
選
挙

対
応
を
検
討
し
、
都
道
府
県
農
政
連
・
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
農
政
活
動
・
選
挙
活
動
の
意
義
や

必
要
性
、
参
議
院
選
挙
の
制
度
や
仕
組
み
、

当
面
の
政
治
情
勢
な
ど
を
取
り
入
れ
た
新
た

な
農
政
学
習
・
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
3
月
7
日
、熊
本
市
内

の
ホ
テ
ル
で
令
和
5
年
産
春
夏
瓜
類
・
春
野
菜

出
荷
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。大
会
の
実
開
催

は
4
年
ぶ
り
で
、生
産
者
、Ｊ
Ａ
、熊
本
県
の
ほ

か
、関
東
・
関
西
卸
売
り
関
係
者
な
ど
2
3
0

人
が
出
席
し
ま
し
た
。販
売
目
標
金
額
を
前
年

度
目
標
比
1
％
増
の
3
5
5
億
円（
瓜
類
92
億

円
、春
野
菜
2
6
3
億
円
）と
す
る
計
画
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
産
の
出
荷
計
画
数
量
は
、
瓜
類

が
2
％
減
の
2
7
、8
5
8
ト
ン
、
野
菜
類
が

1
％
減
の
8
4
、1
4
2
ト
ン
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
品
目
別
で
は
、
小
玉
す
い
か
や
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
な
す
、
た
ま
ね
ぎ
の
増
加
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
春
野
菜
に
つ
い
て
は
、
1
月
に
寒
波
の
影
響

が
あ
っ
た
も
の
の
生
育
は
順
調
。
し
か
し
、
瓜

類
は
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
る
規
模
縮
小
や

担
い
手
不
足
に
よ
る
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
「
生
産
資
材
の
高
騰

や
遠
隔
輸
送
に
お
け
る
物
流
の
2
0
2
4
年

問
題
な
ど
課
題
は
山
積
み
だ
が
、
農
家
は
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
努
力
し
て
い
る
。
積
極
的
な

販
売
力
強
化
に
務
め
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
消
費
地
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
八
代
市

の
ト
マ
ト
農
家
で
熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
園

芸
部
長
会
部
会
長
の
東
家
誠
也
さ
ん
、
産
地
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
小
坂
芳
則
さ
ん
が
思

▲大会で挨拶を行うJA熊本経済連の丁道夫会長

▲牛乳で乾杯を行う
山野徹全国農政連会長

▲大会で挨拶を行う江藤拓
総合農林政策調査会長

令
和
５
年
産
　春
夏
瓜
類・春
野
菜
出
荷
大
会
を
開
催

〜
J
A
熊
本
経
済
連
販
売
目
標
額
３
５
５
億
円
〜

　
Ｊ
Ａ
全
中
と
全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織
連

盟（
全
国
農
政
連
）は
、3
月
8
日
に「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
急
激
な
円
安
に
よ
る
生
産
資
材

価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
な
ど
、
農
業
・
農

村
を
め
ぐ
る
課
題
は
か
つ
て
な
い
危
機
的
な

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
与
党

国
会
議
員
に
は
、
生
産
資
材
高
騰
対
策
や
、

食
料
安
全
保
障
対
策
予
算
を
は
じ
め
と
す
る

農
業
関
連
予
算
の
確
保
や
税
制
改
正
な
ど
に

お
い
て
、
生
産
現
場
を
力
強
く
後
押
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
集
い
は
、
今
年
度
も
農
業
・
農
村
を

め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
さ
が
増
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
与
党
国
会
議
員

と
連
携
を
深
め
、
農
政
の
さ
ら
な
る
推
進
を

期
す
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
主
催
者
挨
拶
で
、Ｊ
Ａ
全
中
の
中
家
徹
会
長

は
「
令
和
4
年
度
の
我
が
国
農
業
は
、
岸
田

総
理
が
昨
年
の
記
者
会
見
で
戦
後
最
大
級
の

難
局
に
あ
る
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
か
つ
て

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
る

な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
生
産
資

材
価
格
の
高
止
ま
り
は
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
、
価
格
転
嫁
も
進
ま
ず
、
生
産
現
場
は

危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
自
民
党
の

江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
（
衆
・
宮

崎
2
区
）
は
、「
農
政
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

と
し
っ
か
り
連
携
し
て
農
政
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改

正
に
つ
い
て
も
よ
り
未
来
志
向
の
法
改
正
に

な
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
こ
の
他
、
公
明
党
の
稲
津
久
農
林
水
産

業
活
性
化
調
査
会
長
（
衆
・
北
海
道
10
区
）

や
自
民
党
の
森
山
裕
食
料
安
全
保
障
に
関
す

る
検
討
委
員
会
委
員
長
（
衆
・
鹿
児
島
4
区
）

か
ら
も
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
佐
藤
崇
史
全
国
農
協
青
年
組
織
協

議
会
会
長
の
掛
け
声
で
、
新
た
な
農
業
、
日

本
の
食
卓
を
守
り
抜
い
て
い
こ
う
と
、
全
員

で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

い
を
語
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
市
場
代
表
の
堀
之
内
重
治
関
西
熊

本
県
青
果
物
研
究
会
会
長
と
生
産
者
代
表
の

橋
本
千
晶
熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
女
性
部
長

会
部
会
長
に
よ
る
力
強
い
決
意
表
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▲挨拶をするJA熊本経済連の丁道夫会長

▲挨拶をするJA熊本中央会の宮本隆幸会長

令
和
5
年
産
　
春
夏
瓜
類
・
春
野
菜
出
荷
の

基
本
方
針

　
　
〜
変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
挑
戦
〜

　
①
環
境
変
化
に
対
応
す
る
産
地
体
制

　
②
情
報
を
活
か
し
た
円
滑
な
販
売

　
③
産
地
一
体
と
な
っ
た
熊
本
フ
ァ
ン
づ
く
り
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Ｊ
Ａ
熊
本
市
青
壮
年
部（
藤
本
太
一
部
長
）は
、9
支
部
、盟
友
数
2
4
7
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
管
内
で
は
、温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
施
設
園
芸
が
盛
ん
で
あ
り
、北
部
地
区
で
ス
イ
カ
・

メ
ロ
ン
、西
南
部
は
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
メ
ロ
ン
・
レ
イ
シ
等
が
あ
り
、中
で
も
ナ
ス
・
ス
イ
カ
な

ど
は
県
内
や
全
国
で
も
有
数
の
産
地
で
す
。ナ
ス
に
つ
い
て
は
、耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
整
備
が

進
み
、産
地
の
強
化
や
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、東
・
南
部
は
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
普
通
作
が
多
く
、河
内
や
金
峰
山
山
麓
を
一
帯
と

し
た
地
域
で
は
ミ
カ
ン
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
地
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
各
品
目
で「
夢
未
来
ブ
ラ
ン
ド
」の
さ
ら
な
る
確
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〜
Ｊ
Ａ
熊
本
市
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
熊
本
市
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

　
主
な
青
壮
年
部
活
動
と
し
て
は
、
活
力
あ

る
地
域
農
業
と
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、「
農
政
課
題
に
関
す
る
要
請
書
」

等
を
用
い
て
『
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請

活
動
』
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、『
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
と
の
意
見
交

換
会
』
や
『
大
西
熊
本
市
長
と
意
見
交
換
会
』

を
開
催
し
、Ｊ
Ａ
運
動
や
本
市
に
お
け
る
農

業
政
策
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
同
時
に
、
若

手
農
業
者
が
抱
え
る
課
題
を
提
起
し
、
農
業

政
策
の
要
請
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
食
育
活
動
（
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
で

の
農
業
体
験
等
）
に
お
い
て
は
、
近
年
の
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
活
動
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
5
年
度
の

開
催
に
向
け
て
計
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
組
織
活
動
・
地
域
農
業
の
活
性

化
を
目
指
し
、
引
き
続
き
農
業
施
策
へ
の
理

解
や
政
策
提
言
等
農
政
活
動
や
各
種
研
修
会

を
通
じ
た
農
業
技
術
の
研
鑽
等
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
・
活
動

今
後
の
取
り
組
み
、抱
負

（各支部及び盟友数）

●農政活動（県選出国会議員への要請活動）

【
7
年
目
の
春
を
迎
え
て
】

　
熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
7
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
熊
本
地
震
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、ご
遺

族
の
方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま

た
、被
災
を
さ
れ
た
方
々
に
、心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
7
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た

が
、今
で
も
震
災
当
時
の
記
憶
、体
中
を
駆
け

巡
っ
た
感
情
が
色
あ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。7
年
前
の
震
災
を
決
し
て
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、あ
の
日
の
出
来
事
に
一
人
ひ
と
り

が
し
っ
か
り
向
き
合
い
、現
実
を
受
け
止
め
、

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。い
つ
、ど
こ
で
災
害
が
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、常
日
頃
よ
り
災
害
へ
の
最
低
限

の
備
え
や
対
応
が
、い
ざ
と
い
う
時
に
大
切

な
人
を
守
り
、支
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

熊
本
県
の
さ
ら
な
る
創
造
的
復
興
に
向
け
、

県
民
一
丸
と
な
り
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

【
食
料
安
全
保
障
は
農
政
の
中
心
】

　
先
日
、都
内
で
開
催
さ
れ
た
｢令
和
4
年
度

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」に
出
席
い

た
し
ま
し
た
。全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
・
農
政

運
動
の
代
表
者
や
、与
党
国
会
議
員
が
約

5
0
0
名
出
席
さ
れ
ま
し
た
。与
党
議
員
代

表
と
し
て
江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長

か
ら「
農
政
を
支
え
る
こ
と
は
、国
を
支
え
る

こ
と
だ
。基
本
法
は
、未
来
志
向
の
改
正
を
目

指
す
。」と
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、森

山
裕
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
検
討
委
員
会

委
員
長
か
ら
は「
再
生
産
可
能
な
適
正
な
農

産
物
の
価
格
形
成
の
法
制
度
整
備
に
向
け
検

討
を
加
速
化
し
て
い
る
。」と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
以
上
、日
本
農
業
を
疲
弊
さ
せ
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。生
産
基
盤
と
食
料
安

全
保
障
の
強
化
を
進
め
、国
民
の
た
め
に
も
、

安
心
し
て
食
料
を
安
定
的
に
供
給
し
続
け
る

生
産
現
場
の
取
り
組
み
を
全
力
で
支
援
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。引
き
続
き
全
国
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、持
続
可

能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
先
月
開
催
さ
れ
た
野
球
の
世
界
一
を
決
め

る
2
0
2
3
Ｗ
Ｂ
Ｃ
。私
も
テ
レ
ビ
越
し
で

す
が
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。一
次
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
順
当
に
勝
ち
続
け
た
侍
ジ
ャ
パ

ン
の
チ
ー
ム
力
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。熊

本
県
出
身
の
村
上
宗
隆
選
手
と
牧
原
大
成
選

手
の
活
躍
も
あ
り
、14
年
ぶ
り
悲
願
の
王
座

奪
還
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。侍
ジ
ャ
パ
ン
の

選
手
の
皆
さ
ま
に
は
日
本
中
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

【
規
制
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
競
争
原
理
の

導
入
に
つ
い
て
】

　
ま
た
、私
は
政
府
に
対
し「
規
制
改
革
推
進

会
議
は
過
度
な
競
争
原
理
を
推
し
進
め
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」「
農
業
者
や
消
費
者

の
努
力
を
も
っ
と
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
質
問
し
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
は
、「
規

制
改
革
の
要
望
者
か
ら
だ
け
で
な
く
、見
解

を
異
に
す
る
関
係
団
体
な
ど
の
意
見
も
聴
取

す
る
な
ど
、丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
」「
農
業
分

野
は
農
業
団
体
や
農
業
者
な
ど
の
声
、ま
た

農
林
水
産
省
の
見
解
も
聞
き
な
が
ら
議
論
を

進
め
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　
私
は
、規
制
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
急
進

的
な
競
争
原
理
の
導
入
は
、地
域
の
協
同
の
取

り
組
み
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
な
い
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、そ
の
動
き
を
注
視
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
米
の
生
産
調
整
お
よ
び
需
給
や
価
格
の

安
定
対
策
に
つ
い
て
】

　
ま
ず
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、目
標

設
定
と
達
成
状
況
を
質
問
し
ま
し
た
。こ

れ
に
対
し「
令
和
4
年
産
は
3
．9
万
ｈ
ａ

の
作
付
転
換
が
必
要
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
5
．

2
万
ｈ
ａ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
」、ま
た
、米

の
需
給
は「
相
当
の
需
給
改
善
が
行
わ
れ

た
結
果
、米
価
は
回
復
基
調
に
あ
る
」と
の

答
弁
で
し
た
。

　
次
に
、米
の
需
給
や
価
格
の
安
定
対
策

に
つ
い
て
も
政
府
に
問
い
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し「
麦
や
大
豆
な
ど
需
要
の
あ
る
作
物
へ

の
転
換
や
畑
地
化
へ
の
支
援
、ナ
ラ
シ
や
収

入
保
険
と
い
っ
た
収
入
減
少
へ
の
対
策
を

講
じ
、か
つ
、米
の
輸
出
や
新
た
な
需
要
拡

大
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
」と
い
う
答

弁
で
し
た
。

　
私
は
、我
が
国
の
気
候
風
土
の
中
で
築

き
上
げ
ら
れ
た
主
食
で
あ
る
米
を
中
心

に
、そ
の
需
給
調
整
や
農
用
地
の
利
活
用
、

農
業
者
の
所
得
実
現
に
向
け
て
、農
業
者
、

Ｊ
Ａ
、自
治
体
な
ど
が
一
体
と
な
り
、話
し

合
い
と
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
意
義
と
重
要
性
を
し
っ
か
り
と

訴
え
ま
し
た
。

「
復
興
と
明
る
い
未
来
へ
」

３
月
７
日
の

参
議
院
予
算
委
員
会
に
て
質
疑

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲参議院農林水産委員会で答弁

▲参議院予算委員会にて

▲木原稔衆議院議員への要請

▲大西一史熊本市長との意見交換会の様子
▲ＪＡ常勤役員との意見交換会の様子

●ＪＡの事業運営に参加・参画

支部名 盟友数

河　内

中　島

天　明

飽　田

北　部

竜　田

東　部

西熊本

健　軍

４０

１２

４８

４１

４０

１２

１７

２８

　９

▲馬場成志参議院議員への要請
　（ＪＡ熊本市・JAたまな青壮年部合同）
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Ｊ
Ａ
熊
本
市
青
壮
年
部（
藤
本
太
一
部
長
）は
、9
支
部
、盟
友
数
2
4
7
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
管
内
で
は
、温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
施
設
園
芸
が
盛
ん
で
あ
り
、北
部
地
区
で
ス
イ
カ
・

メ
ロ
ン
、西
南
部
は
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
メ
ロ
ン
・
レ
イ
シ
等
が
あ
り
、中
で
も
ナ
ス
・
ス
イ
カ
な

ど
は
県
内
や
全
国
で
も
有
数
の
産
地
で
す
。ナ
ス
に
つ
い
て
は
、耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
整
備
が

進
み
、産
地
の
強
化
や
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、東
・
南
部
は
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
普
通
作
が
多
く
、河
内
や
金
峰
山
山
麓
を
一
帯
と

し
た
地
域
で
は
ミ
カ
ン
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
地
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
各
品
目
で「
夢
未
来
ブ
ラ
ン
ド
」の
さ
ら
な
る
確
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〜
Ｊ
Ａ
熊
本
市
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
熊
本
市
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

　
主
な
青
壮
年
部
活
動
と
し
て
は
、
活
力
あ

る
地
域
農
業
と
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、「
農
政
課
題
に
関
す
る
要
請
書
」

等
を
用
い
て
『
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請

活
動
』
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、『
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
と
の
意
見
交

換
会
』
や
『
大
西
熊
本
市
長
と
意
見
交
換
会
』

を
開
催
し
、Ｊ
Ａ
運
動
や
本
市
に
お
け
る
農

業
政
策
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
同
時
に
、
若

手
農
業
者
が
抱
え
る
課
題
を
提
起
し
、
農
業

政
策
の
要
請
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
食
育
活
動
（
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
で

の
農
業
体
験
等
）
に
お
い
て
は
、
近
年
の
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
活
動
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
5
年
度
の

開
催
に
向
け
て
計
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
組
織
活
動
・
地
域
農
業
の
活
性

化
を
目
指
し
、
引
き
続
き
農
業
施
策
へ
の
理

解
や
政
策
提
言
等
農
政
活
動
や
各
種
研
修
会

を
通
じ
た
農
業
技
術
の
研
鑽
等
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
・
活
動

今
後
の
取
り
組
み
、抱
負

（各支部及び盟友数）

●農政活動（県選出国会議員への要請活動）

【
7
年
目
の
春
を
迎
え
て
】

　
熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
7
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
熊
本
地
震
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、ご
遺

族
の
方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま

た
、被
災
を
さ
れ
た
方
々
に
、心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
7
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た

が
、今
で
も
震
災
当
時
の
記
憶
、体
中
を
駆
け

巡
っ
た
感
情
が
色
あ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。7
年
前
の
震
災
を
決
し
て
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、あ
の
日
の
出
来
事
に
一
人
ひ
と
り

が
し
っ
か
り
向
き
合
い
、現
実
を
受
け
止
め
、

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。い
つ
、ど
こ
で
災
害
が
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、常
日
頃
よ
り
災
害
へ
の
最
低
限

の
備
え
や
対
応
が
、い
ざ
と
い
う
時
に
大
切

な
人
を
守
り
、支
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

熊
本
県
の
さ
ら
な
る
創
造
的
復
興
に
向
け
、

県
民
一
丸
と
な
り
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

【
食
料
安
全
保
障
は
農
政
の
中
心
】

　
先
日
、都
内
で
開
催
さ
れ
た
｢令
和
4
年
度

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」に
出
席
い

た
し
ま
し
た
。全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
・
農
政

運
動
の
代
表
者
や
、与
党
国
会
議
員
が
約

5
0
0
名
出
席
さ
れ
ま
し
た
。与
党
議
員
代

表
と
し
て
江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長

か
ら「
農
政
を
支
え
る
こ
と
は
、国
を
支
え
る

こ
と
だ
。基
本
法
は
、未
来
志
向
の
改
正
を
目

指
す
。」と
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、森

山
裕
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
検
討
委
員
会

委
員
長
か
ら
は「
再
生
産
可
能
な
適
正
な
農

産
物
の
価
格
形
成
の
法
制
度
整
備
に
向
け
検

討
を
加
速
化
し
て
い
る
。」と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
以
上
、日
本
農
業
を
疲
弊
さ
せ
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。生
産
基
盤
と
食
料
安

全
保
障
の
強
化
を
進
め
、国
民
の
た
め
に
も
、

安
心
し
て
食
料
を
安
定
的
に
供
給
し
続
け
る

生
産
現
場
の
取
り
組
み
を
全
力
で
支
援
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。引
き
続
き
全
国
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、持
続
可

能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
先
月
開
催
さ
れ
た
野
球
の
世
界
一
を
決
め

る
2
0
2
3
Ｗ
Ｂ
Ｃ
。私
も
テ
レ
ビ
越
し
で

す
が
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。一
次
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
順
当
に
勝
ち
続
け
た
侍
ジ
ャ
パ

ン
の
チ
ー
ム
力
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。熊

本
県
出
身
の
村
上
宗
隆
選
手
と
牧
原
大
成
選

手
の
活
躍
も
あ
り
、14
年
ぶ
り
悲
願
の
王
座

奪
還
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。侍
ジ
ャ
パ
ン
の

選
手
の
皆
さ
ま
に
は
日
本
中
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

【
規
制
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
競
争
原
理
の

導
入
に
つ
い
て
】

　
ま
た
、私
は
政
府
に
対
し「
規
制
改
革
推
進

会
議
は
過
度
な
競
争
原
理
を
推
し
進
め
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」「
農
業
者
や
消
費
者

の
努
力
を
も
っ
と
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
質
問
し
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
は
、「
規

制
改
革
の
要
望
者
か
ら
だ
け
で
な
く
、見
解

を
異
に
す
る
関
係
団
体
な
ど
の
意
見
も
聴
取

す
る
な
ど
、丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
」「
農
業
分

野
は
農
業
団
体
や
農
業
者
な
ど
の
声
、ま
た

農
林
水
産
省
の
見
解
も
聞
き
な
が
ら
議
論
を

進
め
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　
私
は
、規
制
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
急
進

的
な
競
争
原
理
の
導
入
は
、地
域
の
協
同
の
取

り
組
み
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
な
い
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、そ
の
動
き
を
注
視
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
米
の
生
産
調
整
お
よ
び
需
給
や
価
格
の

安
定
対
策
に
つ
い
て
】

　
ま
ず
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、目
標

設
定
と
達
成
状
況
を
質
問
し
ま
し
た
。こ

れ
に
対
し「
令
和
4
年
産
は
3
．9
万
ｈ
ａ

の
作
付
転
換
が
必
要
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
5
．

2
万
ｈ
ａ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
」、ま
た
、米

の
需
給
は「
相
当
の
需
給
改
善
が
行
わ
れ

た
結
果
、米
価
は
回
復
基
調
に
あ
る
」と
の

答
弁
で
し
た
。

　
次
に
、米
の
需
給
や
価
格
の
安
定
対
策

に
つ
い
て
も
政
府
に
問
い
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し「
麦
や
大
豆
な
ど
需
要
の
あ
る
作
物
へ

の
転
換
や
畑
地
化
へ
の
支
援
、ナ
ラ
シ
や
収

入
保
険
と
い
っ
た
収
入
減
少
へ
の
対
策
を

講
じ
、か
つ
、米
の
輸
出
や
新
た
な
需
要
拡

大
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
」と
い
う
答

弁
で
し
た
。

　
私
は
、我
が
国
の
気
候
風
土
の
中
で
築

き
上
げ
ら
れ
た
主
食
で
あ
る
米
を
中
心

に
、そ
の
需
給
調
整
や
農
用
地
の
利
活
用
、

農
業
者
の
所
得
実
現
に
向
け
て
、農
業
者
、

Ｊ
Ａ
、自
治
体
な
ど
が
一
体
と
な
り
、話
し

合
い
と
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
意
義
と
重
要
性
を
し
っ
か
り
と

訴
え
ま
し
た
。

「
復
興
と
明
る
い
未
来
へ
」

３
月
７
日
の

参
議
院
予
算
委
員
会
に
て
質
疑

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲参議院農林水産委員会で答弁

▲参議院予算委員会にて

▲木原稔衆議院議員への要請

▲大西一史熊本市長との意見交換会の様子
▲ＪＡ常勤役員との意見交換会の様子

●ＪＡの事業運営に参加・参画

支部名 盟友数

河　内

中　島

天　明

飽　田

北　部

竜　田

東　部

西熊本

健　軍

４０

１２

４８

４１

４０

１２

１７

２８

　９

▲馬場成志参議院議員への要請
　（ＪＡ熊本市・JAたまな青壮年部合同）
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　JA中央会

　

▲広報活動の事例発表をするＪＡ菊池の村上係長

▲緒方大造論説委員による講演会

▲第11回未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト
入選作品展示風景（県庁ロビー）

▲グランプリ作品「自分で採ったかぶは美味しいぞ！」
（撮影：田中 美帆 様）

▲オープン初日には搭乗者にスイカの
試食を勧めPRしました

▲熊本県産農畜産物や加工品を展示しています

展示期間(予定）  住　　所展所場示

フォトコンテスト入選作品展示会場

熊本県庁新館ロビー

RKK熊本本社ロビー

JA熊本会館ロビー

JA教育センター

熊本市中央区水前寺6丁目18-1

熊本市中央区山崎町30

熊本市中央区南千反畑町2-3

合志市栄3766-32

令和5年3月　6日～3月20日

令和5年3月20日～3月24日

令和5年3月24日～5月31日

令和5年6月　1日～7月31日

　
四
季
折
々
に
移
り
ゆ
く
表
情
を
見

せ
る
美
し
い
農
村
の
風
景
。
そ
の
素

晴
ら
し
い
風
景
を
未
来
の
子
供
た
ち

に
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊

本
放
送
で
主
催
す
る
「
未
来
に
伝
え
た
い
農

業
・
農
村
の
風
景 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
も

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
農
業
・
農
村
に
ま
つ

わ
る
様
々
な
風
景
の
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
素

晴
ら
し
い
作
品
が
毎
年
多
数
寄
せ
ら
れ
、
令

和
4
年
7
月
か
ら
令
和
5
年
1
月
末
ま
で
実

施
し
た
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
、
県
内
外

か
ら
2
0
7
名
、
7
8
4
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
25
作
品
が
入
選
し
、

そ
の
う
ち
5
作
品
が
グ
ラ
ン
プ
リ
等
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
を
展
示

〜
第
11
回 

未
来
に
伝
え
た
い
農
業
・
農
村
の
風
景
〜

　
入
選
作
品
は
、
県

庁
ロ
ビ
ー
や
Ｒ
Ｋ
Ｋ

熊
本
放
送
本
社
ロ

ビ
ー
、Ｊ
Ａ
会
館
、Ｊ

Ａ
教
育
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
展
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
作
品
の

一
部
は
「
農
村
環
境

保
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
Ｃ
Ｍ
と
し
て
Ｒ
Ｋ

Ｋ
熊
本
で
放
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
政
連
発
行
機
関
紙

の
「
み
ど
り
の
風
」

の
表
紙
等
に
も
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

農政連
　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
、
3
月
23
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
の
新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
、

熊
本
県
産
農
畜
産
物
な
ど
の
展
示
を

始
め
ま
し
た
。

　
搭
乗
待
合
エ
リ
ア
内
で
㈱
さ
と
ゆ
め
が
運

営
す
る
展
示
店
舗
「
Q
S
H
U 

H
U
B

（
キ
ュ
ー
シ
ュ
ー
ハ
ブ
）」
で
、
旬
の
県
産
農
畜

産
物
や
同
連
の
加
工
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
サ
イ
ト
「
Ｊ

Ａ
熊
本
経
済
連
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
」
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
示
し
、
搭
乗
者
へ
の
認
知
度

向
上
と
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
展
示
内
容
は
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
の
県

産
野
菜
を
は
じ
め
、
メ
ロ
ン
や
イ
チ
ゴ
な
ど

の
県
産
果
実
、
県
産
茶
や
「
く
ま
さ
ん
の
輝

き
」
な
ど
の
県
産
米
、
く
ま
も
と
黒
毛
和
牛

「
和
王
」や「
く
ま
も
と
の
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
」

な
ど
の
農
畜
産
物
や
加
工
品
で
、
出
荷
時
期

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
合
わ
せ
て
変
更
し

ま
す
。

県
産
農
畜
産
物
を
搭
乗
者
に
Ｐ
Ｒ

〜
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
〜

　
オ
ー
プ
ン
初
日
の
23
日
に
は
、
こ
れ
か
ら

出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
る
ス
イ
カ
や
「
く
ま

さ
ん
の
輝
き
」、
同
連
が
販
売
し
て
い
る
ス

イ
ー
ツ
「
純
米
か
す
て
ら
」
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
イ
カ
の
試
食
も
行
い
、

搭
乗
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
同
連
総
合
営
業

課
の
佐
藤
暢
寿
課
長
は
「
県
外
の
お
客
様
に

四
季
折
々
の
熊
本
の
農
畜
産
物
や
加
工
品
を

知
っ
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
3
月
2
日
、

熊
本
県
Ｊ
Ａ
広
報
・
日
本
農
業
新
聞

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
、

Ｊ
Ａ
の
広
報
活
動
の
意
義
・
重
要
性

の
再
認
識
や
、
広
報
活
動
の
強
化
を

図
る
こ
と
の
他
、
日
本
農
業
新
聞
の

情
報
発
信
や
普
及
拡
大
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
6
回
目
と
な
る
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
や
令
和
4
年
度
日
本
農
業
新

聞
通
信
員
功
績
表
彰
式
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は

「
本
日
を
契
機
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の
広
報
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
、
組
合
員
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
Ｊ
Ａ
菊
池
総
務
部
企
画
広
報
課
の
村
上
恭

一
係
長
に
よ
る
広
報
活
動
の
事
例
発
表
の
他
、

日
本
農
業
新
聞
の
緒
方
大
造
論
説
委
員
か
ら

は
「
食
と
農
を
守
る
た
め
に
　―

何
を
ど
う

JA経済連

「
令
和
４
年
度
熊
本
県
Ｊ
Ａ
広
報
・
日
本
農
業
新
聞
大
会
」開
催

◇
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　
◆
総
合
の
部

　
　
▽
最
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
菊
池

　
　
▽
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
　

　
　
▽
優
良
賞
＝
Ｊ
Ａ
鹿
本

　
◆
組
合
員
向
け
広
報
誌
の
部

　
◆
地
域
密
着
型
広
報
活
動
の
部

　
◆
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
活
用
の
部

　
　
▽（
3
部
門
）
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
菊
池

◇
通
信
員
表
彰

　（
全
国
）

　
▽
4
月
ニ
ュ
ー
ス
賞
＝
齋
藤
真
理
子
（
菊
池
）

　（
県
域
）

　
▽
最
多
送
稿
賞
＝
松
原
愛
（
た
ま
な
）

　
▽
敢
闘
賞
＝
田
中
梨
奈
（
熊
本
市
）、

　
齋
藤
真
理
子
（
菊
池
）、永
村
章
（
熊
本
う
き
）

　
森
留
歌
（
や
つ
し
ろ
）、松
本
淳
（
あ
ま
く
さ
）

　
▽
新
人
賞
＝
森
美
紀
（
本
渡
五
和
）

伝
え
る
か―

」
と
題
し
て
講
演
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
Ｊ
Ａ
お
よ
び
表
彰
対
象
の
通
信
員
は
以

下
の
通
り
。
か
っ
こ
内
は
所
属
Ｊ
Ａ
。（
敬
称
略
）

　
森
留
歌
（
や
つ
し
ろ
）、松
本
淳
（
あ
ま
く
さ
）

　
▽
新
人
賞
＝
森
美
紀
（
本
渡
五
和
）

は
「
食
と
農
を
守
る
た
め
に
　

何
を
ど
う

J
A
共
済
は
、皆
様
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
★

　
こ
の
春
、入
園
、入
学
、就
職
、転
勤
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、

ご
自
身
や
ご
家
族
が
様
々
な
環
境
の
変

化
を
迎
え
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
で
お
ひ
と

り
お
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
保
障
を

　JA共済連

ト
ー
タ
ル
で
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
環
境
の

変
化
は
保
障
の
見
直
し
に
最
適
な
時
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
の
安
心
の
保
障
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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資金については、若いうちから計画的に備えておきたいものです。

★★★ ひとの保障 ★★★

＜建物更生共済＞建物はもちろんですが、家財の保障を忘れていませんか？
近年、大規模な水災や、夏の落雷によって、家財にも大きな被害が出ています。
一度に複数の家財が被害を受ければ、想像以上に出費がかさむこともありま
す。ぜひ「建物更生共済My家財プラス」で万全の備えを整えましょう。
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活賠償責任特約マモルモア」への加入をぜひご検討ください。

詳しくは、お近くのＪＡへお気軽にどうぞ！

仁くん

杏ちゃん
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　JA中央会
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▲緒方大造論説委員による講演会

▲第11回未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト
入選作品展示風景（県庁ロビー）

▲グランプリ作品「自分で採ったかぶは美味しいぞ！」
（撮影：田中 美帆 様）

▲オープン初日には搭乗者にスイカの
試食を勧めPRしました

▲熊本県産農畜産物や加工品を展示しています

展示期間(予定）  住　　所展所場示

フォトコンテスト入選作品展示会場

熊本県庁新館ロビー

RKK熊本本社ロビー

JA熊本会館ロビー

JA教育センター

熊本市中央区水前寺6丁目18-1

熊本市中央区山崎町30

熊本市中央区南千反畑町2-3

合志市栄3766-32

令和5年3月　6日～3月20日

令和5年3月20日～3月24日

令和5年3月24日～5月31日

令和5年6月　1日～7月31日

　
四
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Ａ
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Ｒ
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Ｋ
熊

本
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送
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「
未
来
に
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え
た
い
農

業
・
農
村
の
風
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ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
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回
目
を
迎
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し
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。
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コ
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テ
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か
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さ
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Ｒ
Ｋ

Ｋ
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。

　
搭
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シ
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Ａ
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Ｙ
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Ｓ
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ｐ
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Ｒ
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。
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い
ま
す
。
環
境
の

変
化
は
保
障
の
見
直
し
に
最
適
な
時
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
の
安
心
の
保
障
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

＜終身共済・医療共済・年金共済＞ご自身やお子様が新社会人として働き始
める方には、終身共済と医療共済、そして年金共済を併せておすすめします。
万一の時残されるご家族のための保障と、けがや病気に備える保障、老後の
資金については、若いうちから計画的に備えておきたいものです。

★★★ ひとの保障 ★★★

＜建物更生共済＞建物はもちろんですが、家財の保障を忘れていませんか？
近年、大規模な水災や、夏の落雷によって、家財にも大きな被害が出ています。
一度に複数の家財が被害を受ければ、想像以上に出費がかさむこともありま
す。ぜひ「建物更生共済My家財プラス」で万全の備えを整えましょう。

★★★ いえの保障 ★★★

★★★ くるまの保障 ★★★
＜自動車共済＞高校卒業を機にお子様が自動車運転免許を取
得されるご家庭も多いのではないでしょうか。現在ご家庭に
あるお車をお子様も運転されるようになる場合は、ご加入の
自動車共済（保険）の運転者年齢条件等を必ずご確認くださ
い。また、お子様が自転車通学を開始される場合、「日常生
活賠償責任特約マモルモア」への加入をぜひご検討ください。

詳しくは、お近くのＪＡへお気軽にどうぞ！

仁くん

杏ちゃん
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近
年
、地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
が
話
題
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。自
治
体
と
し
て
は
、手
っ
取
り
早
い
解

消
方
法
と
し
て
、議
員
定
数
の
削
減
を
打
ち
出
す
と

こ
ろ
も
あ
る
。し
か
し
、議
員
定
数
削
減
は
、な
り
手

不
足
解
消
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。県
内

の
あ
る
町
で
は
、定
数
を
1
減
し
た
が
立
候
補
者
は

定
数
と
同
じ
候
補
者
数
と
な
り
、全
員
が
無
投
票
で

当
選
し
た
。前
回
令
和
元
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、

7
市
町
村
で
無
投
票
と
な
っ
た
。

 

定
数
削
減
は
本
当
に
い
い
こ
と
な
の
か
。議
事
進
行

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
た
り
、経
費
削
減
に
つ
な
が

る
な
ど
の
意
見
も
あ
る
。一
方
、多
様
な
住
民
の
意
見

を
政
策
に
反
映
で
き
な
く
な
る
、安
易
な
削
減
は
常

任
委
員
会
活
動
を
停
滞
さ
せ
議
会
審
議
を
空
洞
化
さ

せ
る
、な
ど
の
意
見
も
あ
が
る
。

 

ま
た
、な
り
手
不
足
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
議
員

報
酬
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、全
国
規
模
で
見
る
と
大

き
な
格
差
が
あ
る
。
最
高
は
横
浜
市
の
9
5
3
、

0
0
0
円
、低
い
自
治
体
に
な
る
と
1
0
0
、0
0
0

円
程
度
で
あ
る
。熊
本
の
地
方
自
治
体
の
場
合
は
、人

口
規
模
別
に
比
較
す
る
と
7
割
の
自
治
体
で
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
議
員
報
酬
の
増
額
は
、議
員
の
な
り
手
を
増
や
す

た
め
の
有
効
な
対
策
だ
と
考
え
て
い
る
自
治
体
も

多
い
。

　
平
成
31
年
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、1
人
区
9

選
挙
区
の
う
ち
、8
選
挙
区
で
無
投
票
当
選
が
確
定

し
た
。有
権
者
が
投
票
の
機
会
を
失
っ
た
形
で
あ
り
、

当
選
し
た
議
員
は
有
権
者
の
審
判
を
受
け
な
い
ま
ま

当
選
が
決
ま
っ
た
。1
人
区
で
は
多
選
に
よ
っ
て
民
意

の
多
様
性
が
阻
ま
れ
か
ね
な
い
。

農 政 連 情 報 誌農 政 連 情 報 誌
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今月の表紙「お田植えデビュー」 (撮影：森下 満子 様)　第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

あ
ぜ
み
ち

　
今
月
号
が
盟
友
の
皆
様
へ
届
く
の
は
、今
年
の
統
一

地
方
選
挙
の
前
半
戦
の
県
議
会
議
員
選
挙
と
政
令
指

定
都
市
の
熊
本
市
議
会
議
員
選
挙
が
終
わ
り
、後
半

の
市
町
村
長
・
議
員
選
挙
が
終
わ
る
頃
で
し
ょ
う
か
。

　
4
年
に
一
度
の
選
挙
も
以
前
ほ
ど
に
は
盛
り
上
が

ら
な
く
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。田
舎
で
は
道
路
の
辻

に
夜
警
が
出
て
通
行
人
の
取
り
締
ま
り
み
な
い
な
も

の
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。当
時
は
現
在
よ
り
も
1
票
の

重
み
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。現
在
は
投
票
率
の
下
降
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。こ
の
統
一
地
方
選
挙
が
始
ま
っ

た
昭
和
22
年
で
70
〜
80
％
、翌
26
年
に
は
90
％
を
超

え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、現
在
は
50
％
を
割
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　
政
府
や
選
挙
管
理
委
員
会
も
選
挙
年
齢
の
引
き
下

げ
や
期
日
前
投
票
の
実
施
、投
票
を
呼
び
掛
け
る

大
々
的
な
C
M
の
実
施
な
ど
あ
の
手
こ
の
手
で
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、投
票
率
の
向
上
に
は
な
か
な
か

結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。
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本
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本
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千
反
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町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
4
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行
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定
価
／
1
部
50
円（
但
し
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購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

撮影：岡部 秀朋 様

「外輪山の夏」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

■令和5年度 ＪＡ熊本中央会・連合会臨時総会
■全国農政連 令和4年度通常総会を開催
■「JAグループ農政推進の集い」が開催される
■令和5年産 春夏瓜類・春野菜出荷大会を開催
■参議院議員 藤木しんや氏コラム
■参議院議員 山田としお氏コラム
■地域農業のリーダー
■中央会・連合会からのお知らせ

●JAあしきたファーマーズマーケットでこぽん
熊本県葦北郡芦北町佐敷443　TEL．0966-61-3020

●サンサンうきっ子宇城彩館
熊本県宇城市松橋町久具757-3
TEL．0964-34-0377

●JA鹿本ファーマーズマーケット夢大地館
熊本県山鹿市鹿央町千田2950-1　TEL．0968-42-0141

●JAグリーンくまもと緑のシンフォニー北部店
熊本県八代市鏡町内田732-1　TEL.0965-52-8200 ●you＋youくまもと農畜産物市場

熊本市北区高平2丁目25-57
TEL．096-341-7070

お近くの熊本県下
ＪＡ購買・店舗へご注文

1 2 ファーマーズマーケットでご注文

お電話でご注文3

（携帯電話からもご利用いただけます）
受付時間　平日9：00～17：00

熊本のおいしいもので、
みんなを　　　　 に。みんなを　　　　 

盛り付けイメージ：
りんどうポークのとんこつ風炒飯
盛り付けイメージ：
りんどうポークのとんこつ風炒飯

製造元：ユーユーフーズ(株)製造元：ユーユーフーズ(株)

洋食屋さんの

エビピラフ
洋食屋さんの

エビピラフ
大人の

黒毛和牛炒飯
大人の

黒毛和牛炒飯
りんどうポークの

とんこつ風炒飯
りんどうポークの

とんこつ風炒飯
洋食屋さんの洋食屋さんの洋食屋さんの 大人の大人の大人のりんどうポークのりんどうポークのりんどうポークの

肥後高菜めし肥後高菜めし トマトライストマトライス

熊本県産こだわり炒飯

熊本県地産地消熊本県地産地消

水の恵みと大地の香り

愛食運動
3

商
品
ご
購
入
一
覧

0120-580-371
ご   は   ん 　   み   な いち

®

食
う
ぞ
。
ま
る
ご
と
。

　
も
り
も
り

と
。

く

「食」と「農」の魅力を伝える“ココロとカラダを育む”マガジン。
　　ＪＡ直売所の店頭ラックなどで無料配布中！

「食」と「農」の魅力を伝える“ココロとカラダを育む”マガジン。
　　ＪＡ直売所の店頭ラックなどで無料配布中！

JAグループ 熊本ホームページ 「Hug」ホームページ

webでも
ぜひご覧ください♪

vol.52vol.52
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